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沈座式海底試錐機M孤50欄の降下作業

海底地質を正しく理解するには海底の多くの地点から岩石標本を採取

する必要がある.しかし取扱いが簡便で短時間に効率よく碁石コア

を採取できる海底試錐機は世界でもあまり泣い.MD500H型海底

試錐機はこの目的に沿って開発された機器で水深500mの海底から長

さ6mの岩石二1アを襯腹する能力をもつ.動力源は本体に組込まれた

バッテリである.;ニジ1峨鎌機は金属鉱業講業団の所有物であるが製

作は鉱研試錐工業(縦1)と地衡調査所逗脇ソ沌得て行われた.昭和53

年6月に地質調査所は:六機器を地質調査船白嶺丸に搭載し日本海隠岐

諸島周辺の海底地質調創こ皮用して岩石コアの採取を行った､その

後六機器は鉄道礒設公剛こよって青函トンネル掘削予定地の海底地

質調査に使用され数10地点で岩石コアリングに成功した.写真は白

嶺丸の後部甲板から賦錐機を降下するところである.手敵の黄色の小

型試錐機はMD5⑪0BのプロトタイプというべきMD300町型(水深

300㎜掘削深度王m)である(本文34ぺ一ジ参照).
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